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 新しい年度が始まり、校内には生徒の皆さんの明るい声とともに、活気に満ちた空気が広

がっています。こうして共に学び、共に過ごす日々の中で、私たちが何よりも大切にしなけ

ればならないものがあります。それが「人権」です。 

 「人権」とは、一人一人が生まれながらにして持っている、かけがえのない権利のことで

す。それは、誰もが安心して生きること、自分らしく成長すること、そして尊重されること

を保障するものです。しかし、人権はただ「与えられているもの」ではなく、日々の生活の

中で意識し、守り、育てていくものでもあります。 

 学校は、さまざまな個性をもった人が集まる場所です。考え方や感じ方、得意なことや苦

手なこと、育ってきた環境も一人一人違います。その違いは、本来、豊かさであり、学び合

いの源です。しかし、その違いが時に誤解や偏見を生み、相手を傷つけてしまうこともあり

ます。 

 例えば、何気なく発した言葉が、誰かの心に深い傷を残してしまうことがあります。自分

では冗談のつもりでも、受け取る側にとってはつらい言葉であることもあります。また、仲

間外れや無視といった行動も、目に見えにくいかたちで人の心を傷つけます。このようなこ

とは決してあってはなりません。 

 人権を守るということは、特別に難しいことではありません。まず大切なのは、「相手の立

場に立って考えること」です。もし自分がその言葉を言われたらどう感じるか、その行動を

されたらどんな気持ちになるか。ほんの少し立ち止まって考えることが、人を大切にする第

一歩になります。 

 そしてもう一つ大切なのは、「違いを認めること」です。人はみな同じである必要はありま

せん。むしろ違うからこそ、お互いに学び合い、支え合うことができます。自分と違う考え

をもつ人に出会ったとき、それを否定するのではなく、「そういう考えもあるのだ」と受け止

める姿勢を持ってほしいと思います。 

 また、人権を守ることは、「自分自身を大切にすること」でもあります。自分の気持ちや考

えを大切にし、自分らしく生きることは、とても重要なことです。もし悩みや不安を抱えた

ときには、一人で抱え込まず、信頼できる友達や先生、大人に相談してください。皆さんの

周りには、必ず支えてくれる人がいます。 

 近年、インターネットや SNSの普及により、人との関わり方も大きく変わってきました。

便利である一方で、言葉が直接顔を見ずに伝わるため、誤解やトラブルが起きやすくなって

います。画面の向こうにも、同じように心をもった人がいるということを忘れてはいけませ

ん。見えない相手に対しても、思いやりをもった行動が求められています。 

 人権は、誰かが守ってくれるものではなく、私たち一人一人が守っていくものです。自分

の言動が、周りの人にどのような影響を与えるのかを考え、責任ある行動をとることが大切

です。そして、困っている人や傷ついている人に気づいたときには、見て見ぬふりをするの

ではなく、声をかけたり、周囲に伝えたりする勇気をもってほしいと思います。 

 本校では、これからも「誰もが安心して過ごせる学校づくり」を目指していきます。その

ためには、生徒の皆さん一人一人の意識と行動が欠かせません。日々のあいさつや言葉遣い、

友達への接し方といった、当たり前のことの積み重ねが、人権を大切にする学校をつくって

いきます。 

 最後に、皆さんに伝えたいことがあります。それは、「あなたはかけがえのない存在である」

ということです。そして同時に、周りの人もまた、かけがえのない存在です。そのことを心



に刻み、自分も他者も大切にできる人になってほしいと願っています。 

 互いを認め合い、支え合い、安心して自分らしく過ごせる学校を、共に築いていきましょ

う。皆さんのこれからの成長を心から期待しています。 

【アドバンスルーム】について 

学習や運動、誰でも得意なことや苦手なことがあります。皆さん一人一人には個性があり、

一人一人が違うのはあたり前のこと。人から支援を受けることは「特別」なことではありま

せん。苦手なことやできないことを支援するための教室を「アドバンスルーム」といいます。  

「アドバンスルーム」は一人一人の課題に応じた支援を行う教室です。時々、同じクラスの

人が教室を離れて、「アドバンスルーム」で授業をうけます。 

「アドバンスルーム」の利用目的をみなさんが理解し、クラスの友人に配慮できることを願

っています。 

文京区立中学校平和特派員事業 代表生徒決定 

文京区立中学校代表生徒が沖縄県うるま市を訪問して、戦争に関する施設を見学したり、

現地の中学生と交流したり、海洋体験等を行います。平和の大切さを理解し、今後の平和教

育を推進するために行われるものです。 

今年度は、２年生   さん、   さんが代表として参加します。事前・事後学習、現

地訪問を通して、平和の大切さを学び、大いに成長することが期待されます。 
 

～ ４月の行事 ～ 
☆対面式（４／８） 

   
〔対面式〕 在校生が新入生を迎えています。  新入生からお礼を伝えています。 
 

☆ＪＲＣ登録式・部活動紹介（４／９） 

  
〔JRC登録式〕説明を熱心に聞いています。 〔部活動紹介〕 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部の紹介場面 
 

☆５月の行事予定（いのちと人権を考える月間） 

１日（金）開校記念日  学校閉庁日 

３日（日）憲法記念日 

４日（月）みどりの日 

５日（火）こどもの日 

６日（水）振替休日 

７日（木）学力調査（話すこと、質問調査） 

     安全指導 区中研（午後） 

８日（金）避難訓練  

９日（土）PTA運営委員会 

１１日（月）朝礼 教育実習（始） 

音楽鑑賞教室（３年） 

１２日（火）歯科検診 

１３日（水）運動会予行 英会話講座 15:15～      

１５日（金）運動会準備 尿検査（二次） 

１６日（土）運動会 

１８日（月）振替休業日 

１９日（火）運動会予備日 

２０日（水）内科宿泊前検診（３年） 

英会話講座 15:00～ 

２２日（金）一斉委員会 中央委員会 

２５日（月）生徒会朝礼 

２６日（火）修学旅行（３年）～２８日（木） 

２７日（水）内科検診（１年） 

２９日（金）教育実習（終） 

 

 

入学式の翌日から、少しでも早
く中学校生活に慣れてもらうた
めに、在校生から新入生に向け
て、様々な行事が行われました。  
生徒会主催の「対面式」では、

新入生が上級生からあたたかく
迎えられました。 

ＪＲＣ委員会による「登録式」
や、先輩部員による「部活動紹介」
など、在校生から歓迎の気持ちを
込めた行事を行いました。新入生
の様子が、緊張した面持ちから和
らいでいくのが見られました。 
今後文林中生として盛り上げ

てくれることを期待しています。 


